
























１.安 全 
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1.4 安全警告銘板 

本機は、下記の銘板が貼付されています。 

これらの銘板は、いつもきれいにしておいてください。破損したりはがれたりした場合は、すみやかに 
銘板右下の番号で最寄りの支店・営業所または販売店にご注文のうえ再度貼り付けてください。 
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4.操 作 
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4.4.2 1 回で始動しないときの操作方法 

前項の始動手順①～④までを実施しても始動しなかった場合は、スタータを回しつづけずに、一旦ス

タータスイッチを「停止」位置に戻して 30 秒程度待ってから、再度始動操作を行ってください。 

繰返し行っても始動しない場合は、下記項目が原因と考えられますので、確認してください。 

燃料がない。 

燃料フィルタの目詰まり。 

バッテリの放電(クランキング回転数が低い)。 

 

 

4.4.3 燃料エア抜き装置 

電磁ポンプ用フィルタや燃料エレメントを交換した後、または燃料低下で非常停止した後のエア抜き

操作は、付属の電磁ポンプで自動的に行います。 
＜手順＞ 
①スタータスイッチのキースイッチを「運転」位置に回すと電

磁ポンプが始動し、燃料配管内のエアを自動的に排出します。 
②約 20～30 秒でエア抜きが完了します。 
③4.4.1 項の始動手順に従い始動してください。１回で始動し

ない場合は上記手順を繰返し実施してください。 
エア抜き完了後スタータスイッチを「運転」位置にしたまま

放置しないでください。バッテリが放電します。 

エアが残っている場合は、スタータスイッチは「運転」位置

のままにして、燃料フィルタのエア抜きボルトを緩めてエア

を抜いてください。 

 

4.4.4  寒冷時の注意事項 
 

 

  

燃料は、JIS 3 号または JIS 特 3 号軽油をご使用ください。 

外気温-5℃以下で使用する場合、コンプレッサオイルは、エアマン コンプレッサオイル オール  

シーズンをご使用ください。 

エンジンオイルは、SAE10W-30（CD クラス）をご使用ください。 

LLC（不凍液）をご使用ください。LLC（不凍液）は、4.2.3 項の要領により、外気温に適合する混合

比でご使用ください。 

バッテリは、常に完全充電状態にしておいてください。 

 

重 要 寒冷時（-５℃以下）の注意事項
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5.定期点検整備 
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5.5.14 オイルセパレータの交換 

[2,000 時間ごと] 

交換時間前であってもコンプレッサオイルの消費量が多く

吐出空気中に油が混入する場合は、オイルセパレータ“1”

およびガスケット“2”を交換してください。 

（部品番号 5.4 項参照）  

 

オイルセパレータの交換は、専門知識が必要となりますの

で最寄りの支店、営業所または販売店にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.5.15 燃料ホースの交換 

[2,000 時間または 2 年ごと] 

燃料系統およびエンジンオイル系統の各種ゴムホースが硬化または劣化している場合は、交換時間

前であっても交換してください。 

交換は、専門知識が必要となりますので最寄りの支店、営業所または販売店にご相談ください。 
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